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 コヨーテ株式会社 概要                

会  社  名：コヨーテ株式会社 
 
設  立  日：2017年8月1日 
 
資  本  金：2億1千万円 
 
株主構成 ：東映株式会社 34％ 
      東映アニメーション音楽出版株式会社 33％ 
      株式会社ディー・エル･イー 33％ 
 
代表取締役会長 森下孝三 
代表取締役CEO   吉村文雄  
  取締役CFO   島谷浩作 
  取締役COO   原田拓朗 
 
 
ホームページ：http://www.coyote.fun 



 コヨーテの事業コンセプトと強み                

１．オリジナルコンテンツの企画開発を中心に、有力原作の映像化、既存IPの 
  リブランディング等のプロデュースの中核を担う。 
２．テレビ/配信/映画等、様々な媒体で作品を展開、成長させる。 
３．中国、アジアから全世界に向けた展開を目論む。 
４．スタジオではなく、原作開発・企画・ディレクション・プロデュースに特 
  化した少人数のクリエティブチームである。 
５．企画・制作から宣伝・ブランディングまでコミットする。 
 
巨大エンタメ企業のグループ子会社でありつつ、小規模でベンチャースピリッ
トに満ちたチームがフットワークの軽い前衛を努める。 
チャレンジをチャレンジのままで終わらせない仕組みがコヨーテの強み。 



 映画『超・少年探偵団NEO −Beginning−』配給でチャレンジしたいこと             

観客に寄り添った「新しい興行スタイル」を生み出す！ 

観客の熱量が創客の核となる。 

熱や圧が生まれやすいよう 
小規模な館数でスタート。 

創客にあわせて館数を 
増やす。（拡大上映） 

作り手の熱量と観客の熱量を 
ダイレクトにシンクロさせて 
熱狂を生み出す。 
共創関係を醸成する。 

⑤ 観客動員を最大化！ 

観客 作り手 

① 

② 

③ 

④ 



 配給コンセプト                

初動では館数を広げすぎず、この映画を理解し、応援してくれる観客を確実に集め、
作り手の熱量を観客にしっかりと伝えていく。作り手（主要キャストや監督など）が
参加するイベント上映を通じ、観客の熱量を高めていくことでこの作品と世界観の 
ファンになってもらうチャンスを増やします。 
そして熱量のあるファンの情報発信力を活かしつつ、より幅広い層に展開していく段
階へ移行させることを狙います。 （拡大上映） 
またファンが繰り返し楽しめるイベント上映の機会（応援上映、爆音上映など）も増
やしていきます。 
 
さらに、本作は何世代にもわたって続く「超・少年探偵団NEO」サーガの 
「はじまりの１本」です。映画公開と連動しつつ、その先に続く物語を側面的に展開
し、重層的な世界観を観客にお届けできるようにしていきます。 
そのことで、さらにコアなファンが作り手とともに盛り上がり、成長することを目指
します。 
 
興行規模 
・一次興行 20館程度 順次二次興行へ 
・メイン館 新宿バルト９（予定） 
・興収目標 最終目標2億円 
・配給宣伝費 募集3000万円 



 映画「超・少年探偵団NEO –Beginning−」                



 作品コンセプト    

危うい友情、怪人二十面相、幽霊、学園七不思議、謎の失踪事件、 
まさかの電人（ハイテク？？）、さらにアクションあり！ 
９０分間にてんこ盛りに盛り込んだジャンルレス映画、爆誕！ただし恋愛は無い。 

ファンド募集中のみ、限定動画配信中！！ 
※より作品の世界観を知っていただく為の 
  ティザームービーを限定公開致します。 
 
URL：https://vimeo.com/312472986 
パスワード：NEO 

ファン待望！５年ぶり二度目の共演！！ 
 

仮面ライダー鎧武以来初の共演となる高杉真宙・佐野岳を起用し、ライダーファンや10代、20代女子を中心に大人から子供まで楽しめる 
「少年たちの成長物語」をメインテーマにした。 
（美）少年から青年への成長は、女性ファンの心をとらえ続ける主題であり、普遍的なビルディングスロマンでもある。 
 
なんでもありのジュブナイル映画！ 
 

80年代～90年代の少年・少女向けのジュブナイル映画(「グーニーズ」「ゴーストバスターズ」「学校の怪談」「僕らの七日間戦争」など )
のような“なんでもあり”の感覚は、現代的なSNS・バズ的な情報拡散と良くマッチングするが、意外とそのあたりを狙った新作は少ない。 
本作品ではそれらの作品の雰囲気を盛り込みつつ、次世代スターの共演で現代の若者層に届きやすい形に仕上げた。 
 
それを支える異色のスタッフ陣 
 

「Yes!プリキュア5」や「劇場版 魔法先生ネギま! ANIME FINAL」等の脚本で知られる赤尾でこが実写映画初脚本に挑戦。 
さらに新潟出身のスクリーモ・バンドa crowd of rebellionのメンバーとしてバンドのほとんどの楽曲を作曲するギターの丸山漠が自身初の 
映画音楽を担当。変幻自在に展開をみせていく楽曲アレンジで唯一無二の世界を描き出した。 
CG制作はCG界のトップランナー、白組が担当。「シン・ゴジラ」等を制作したCGチームが摩訶不思議な二十面相世界を作り出した。 
監督は「ジョーカーゲーム（脱出）」やTVドラマ「マメシバ一郎」シリーズ等、一つのジャンルに縛られない作品を手掛ける芦塚慎太郎。 

https://vimeo.com/312472986


 世界観概要 年表 



 あらすじ 



 世界観概要 怪人二十面相  





 登場人物紹介 ① 



 登場人物紹介 ② 



 登場人物紹介 ③ 



 スタッフ紹介 ① 

 ■監督 芦塚 慎太郎 
  1982年生まれ。熊本県出身。 
  東放学園専門学校デジタル映画科卒業後、フリーの制作部としてドラマ・映画の現場に入る。その後、助監督に転向。 
  堤幸彦監督、亀井亨監督、熊切和嘉監督、入江悠監督、白石晃士監督など様々な監督の現場に演出部として参加。 
  2009年よりオリジナルビデオやTVドラマの監督を務め、 
  私立恵比寿中学の鈴木裕乃初主演映画「ジョーカーゲーム脱出（エスケープ）」で劇場監督デビュー。 
  他にも佐藤二朗主演のTVドラマ「マメシバ一郎」シリーズなど、一つのジャンルに縛られない多種多様な作品を手掛ける。 
  
 
■脚本 赤尾 でこ ※実写映画初脚本 
  代表作（アニメ作品） 
   Yes!プリキュア5（2007年・TVアニメ）荒川アンダー ザ ブリッジ（2010年・TVアニメ） 
  ノラガミ（2014年・TVアニメ）レイトン ミステリー探偵社 〜カトリーのナゾトキファイル〜（2018年・TVアニメ）   
  劇場版 魔法先生ネギま! ANIME FINAL（2011年／新房昭之監督）など 
 
 

■音楽 丸山 漠 （a crowd of rebellion） 
新潟出身のスクリーモ・バンド a crowd of rebellion のメンバー。ギター・作曲担当。 
2007年春、新潟県新潟市にて a crowd of rebellion を結成。 
新潟出身のスクリーモ・バンドとして全国に活躍の場を広げる。 
対照的なツインボーカルから繰り出されるリリックと、変幻自在に展開をみせていく 
楽曲アレンジと唯一無二の世界を描き出し、煽的かつエモーショナルな 
パフォーマンスで、オーディエンスと対峙する圧巻のライヴを繰り広げている。 
 
メンバーは 
宮田大作（Vo）、小林亮輔（Vo, G）、丸山漠（G）、高井佑典（B）、近藤岳（Dr）の5人。 
 



 スタッフ紹介 ② 

■制作プロダクション ファインエンターテイメント 
  近年代表作（映画作品）「少女」（16年）、「ピーチガール」（17年）、「不能犯」「honey」「ニセコイ」（18年） 
 
■ＣＧ制作プロダクション 白組 
  
■ＣＧプロデューサー 井上浩正（白組） 
  代表作（映画作品） 「シン・ゴジラ」「劇場版コード・ブルー -ドクターヘリ緊急救命-」 
     （ゲーム作品）「バイオハザード」 シリーズ 
  
■撮影監修 早坂 伸 
  代表作：俺はまだ本気出してないだけ（2013年／福田雄一監督）愛の渦（2014年／三浦大輔監督） 
  THE NEXT GENERATION パトレイバー第１章〜第６章（2014年／押井守監督）blank13(2018年／齊藤工監督) 
  
■美術 松塚 隆史 
  代表作：冷たい熱帯魚（2010年／園子温監督）ヒミズ（2011年／園子温監督）みんな！エスパーだよ！（2013年／園子温監督） 
  HK変態仮面（2013年／福田雄一監督）暗黒女子（2017年／耶雲哉治）ビジランテ(2017年／入江悠監督) 
 
■衣裳 村島 恵子  
  代表作：虎影（2015年／西村喜廣監督）淵に立つ（2016年／深田晃司監督） 
  
■メイク 清水美穂 
  代表作：ばしゃ馬さんとビッグマウス（2013年／吉田恵輔監督）THE NEXT GENERATION パトレイバー首都決戦（2015年／押井守監督） 
  
■録音・整音 古谷 正志 
  代表作：百円の恋（2014年／武正晴監督）ジヌよさらば～かむろば村へ～ （2015年／松尾スズキ監督）  
  ２２年目の告白私が殺人犯です（2017年／入江悠監督）パンク侍、斬られて候（2018年／石井岳龍監督） 
  
■特殊造形 石野大雅 
  代表作：愛のむきだし（2008年／園子温監督）めめめのくらげ（2013年／村上隆監督）地獄でなぜ悪い（2013年／園子温監督）  



 スケジュール 

クラウド募集開始 

1月        3月           6月  7月         3月    

情報解禁 

宣伝重点期間 一次興行 

募集完了 

地方での舞台挨拶等 

先行イベントなど 

分配開始 

二次興行  ・・・・・ 

1/29 

2019年 2020年 



 収益分配イメージ 

配給収入 （概ね興収の50%） 

興行収入 

分配金 
分配原資の95% 

分配金 
11.379% 

クラウドファンディング出資金の 
リクープまで分配を優先 

リクープ後は 
制作側の回収を優先 

国内パッケージ化
/国内配信収入 

収益 

分配原資 



 ファンド概要 

事業概要 江戸川乱歩作「少年探偵団」シリーズを原案にしたオリジナルストーリーの実写映
画『超・少年探偵団NEO −Beginning−』の配給および広告宣伝プロジェクト 

ファンド名 

会計期間 

事業計画 

目標募集金額 

資金使途 

映画 超・少年探偵団NEO 配給宣伝応援ファンド 

2019年3月1日～2022年3月31日（3年1ヶ月間） 

3,000万円 

映画「超・少年探偵団NEO −Beginning−」の配給宣伝費に 
係る事業運営資金 

本ファンドの分配は、映画『超・少年探偵団NEO－Beginning－』に関する、配給収入、自動公衆送信（オンライン配信）に伴う収入、ビデオグラム（

DVDなどのパッケージ化）に伴う収入としてコヨーテ株式会社に計上される売上高の合計が対象となります。 

※自動公衆送信およびビデオグラムについては、各窓口会社（営業会社）の手数料を控除した金額がコヨーテ株式会社の売上となります。 

※事業計画売上高を会計期間中早期に達成した場合でも、会計期間を繰り上げての終了（早期終了）は行いません。 

目標売上高（会計期間内）：6,000万円 
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